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Abstract
The focus of this study is on the image of Student guidance and Counseling provided by 
teaching staff at support schools.
A survey was conducted on images of Student guidance and Counseling provided by teaching 
staff at special support schools.
The following tendencies were seen from the survey results.
* The tendency for there to be a negative image of Student guidance and Counseling compared 
with teaching staff at elementary, junior high and senior high schools aside from support schools 
especially towards the teaching staff at special support schools.
* The tendency for female teaching staff at support schools to have a negative image of Student 
guidance and Counseling compared with female teaching staff at elementary, junior high and se-
nior high schools aside from support schools was especially thought to be influenced by gender.
* The tendency of a negative image was seen but years of experience tended to create a positive 
image towards Student guidance and Counseling that the years of experience were long for teach-
ing staff members at support schools especially when the image was seen according to the years 
of experience, and were short for the opposite image.
Based on the survey results, the following two points were raised.
* A plan in which the perspective of guidance is incorporated into training for “ Student guid-
ance and Counseling “ for the teaching staff especially at support schools .
* Syllabus planning in which the perspective of guidance is incorporated at the stage of the 
teacher education courses of universities. 
特別支援学校の教職員の生徒指導に対する色彩イメージ
Color Image of the Teaching Staff of Special Support Schools Held towards 





国立教育政策研究所紀要　第 148 集　　平成 31 年 3 月
Ⅰ .　問題の所在







一方、この場合のカウンセリングとは、必ずしも、別室で教職員と児童生徒が 1 対 1 で行うの
みではなく、集団の場面においても、個別に支援をすることも含まれている。
このことは、平成 29 年 4 月に告示された「特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習
指導要領」（以下、「特別支援学校指導要領」とする。）第 1 章総則 第 5 節の 1 の（1）にも明記さ
れている。
ところで、教育基本法等の改正を踏まえて、約 30 年ぶりに、生徒指導の指針を示した『生徒







関連付けながら、生徒指導の充実を図ること」と明記されている（表 1~4 参照 / 下線部は筆者
による / 以下同様）。
表 1　小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示）　　　
第 1 章 総則
第 4 児童の発達の支援
1 児童の発達を支える指導の充実
(2) 児童が , 自己の存在感を実感しながら , よりよい人間関係を形成し , 有意義で充実した学
校生活を送る中で , 現在及び将来における自己実現を図っていくことができるよう , 児童理解
を深め , 学習指導と関連付けながら , 生徒指導の充実を図ること。
表 2　中学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示）　　　
第 1 章 総則
第 4 生徒の発達の支援
1 平成 30 年 3 月に告示された「高等学校学習指導要領」では、第 1 章総則第 5 款の 1 の (1) に明記されている。
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1 生徒の発達を支える指導の充実
(2) 生徒が , 自己の存在感を実感しながら , よりよい人間関係を形成し , 有意義で充実した学
校生活を送る中で , 現在及び将来における自己実現を図っていくことができるよう , 生徒理解
を深め , 学習指導と関連付けながら , 生徒指導の充実を図ること。
表 3　高等学校学習指導要領（平成 30 年 3 月告示）　　　
第 1 章 総則
第 5 款 生徒の発達の支援
1 生徒の発達を支える指導の充実
(2) 生徒が , 自己の存在感を実感しながら , よりよい人間関係を形成し , 有意義で充実した学
校生活を送る中で , 現在及び将来における自己実現を図っていくことができるよう , 生徒理解
を深め , 学習指導と関連付けながら , 生徒指導の充実を図ること。
表 4　特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領（平成 29 年 4 月告示）　　　
第 1 章 総則
第 5 節 児童又は生徒の調和的な発達の支援
1 児童又は生徒の調和的な発達を支える指導の充実
(2) 児童又は生徒が , 自己の存在感を実感しながら , よりよい人間関係を形成し , 有意義で充
実した学校生活を送る中で , 現在及び将来における自己実現を図っていくことができるよう ,
児童理解又は生徒理解を深め , 学習指導と関連付けながら , 生徒指導の充実を図ること。
さらに、中央教育審議会答申「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について」（平成











2 参考 藤平敦「生徒指導に対する教職員の色イメージ - 教職員 ( 小・中・高 ) への質問紙調査を踏まえて -」教育実
践学会『教育実践学研究 第 21 号』 p.2 平成 30 年 4 月
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表 5  平成 25 年度 都道府県等教育センター等における「生徒指導」研修の講座内容の上位項目
講座内容の上位項目
① 　不登校問題に対する対応　 　  20.9%  
② 　児童生徒の問題行動対応     　11.2%  
③ 　発達障害に関わる問題        　9.2%       
出典 : 独立行政法人教員研修センター（現独立行政法人 教職員支援機構教員研修センター）の資料 を基に筆者が作成
* 独立行政法人教員研修センター（現独立行政法人 教職員支援機構教員研修センター）では、平成 26 年度以降は、各都道府県教育
センター等の研修状況については集約をしていない。











































1　実施期間　平成 27 年 4 月~平成 28 年 3 月
2　対象とした研修会数　46 回
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月




























本稿では、特別支援学校に勤務をされている教職員計 676 人の回答結果を、1 全体、2 性別、
































別支援学校の教職員の割合は 26.33% と 6.60 ポイント低かった。
反対に、無彩色と回答した特別支援学校を除いた小・中・高等学校の教職員の割合が 42.30%














男 女 男 女
有彩色（暖色） 76(22.22%) 107(32.04%) 831(20.83%) 1,121(60.33%)
有彩色（寒色） 74(21.64%) 66(19.76%) 706(17.70%) 309(16.63%)
有彩色（中性色） 14(4.09%) 29(8.68%) 369(9.25%) 46(2.48%)
無彩色 178(52.05%) 132(39.52%) 2,083(52.21%) 382(20.56%)
有効回答実数 342(100.00%) 334(100.00%) 3,989(100.00%) 1,858(100.00%)
表 7 からは、有彩色（暖色）と回答した特別支援学校の女性の教職員の割合が 32.04% である
のに対して、特別支援学校を除いた小・中・高等学校の女性の教職員の割合は 60.33% と約 2 倍
であった。
反対に、無彩色と回答した特別支援学校を除いた小・中・高等学校の女性の教職員の割合が






ージを抱いており、図 3 からは、特別支援学校を除いた小・中・高等学校の女性の約 6 割の教職
員が生徒指導に対して肯定的なイメージを抱いていると言える。





なお、本稿では便宜上、経験年数 10 年未満を「若手教職員」、11 年~20 年を「中堅教職員」、
21 年以上を「ベテラン教職員」とした。
  
特別支援学校の教職員における経験年数別での集約結果は表 8 と図 4 のとおりである。








有彩色（暖色） 49(23.33%) 68(25.09%) 61(30.65%) 178(26.33%)
有彩色（寒色） 40(19.05%) 61(22.85%) 30(15.59%) 131(19.37%)
有彩色（中性色） 15(7.14%) 12(4.49%) 20(10.05%) 47(6.95%)
無彩色 109(51.91%) 127(47.57%) 84(42.21%) 320(47.34%)























有彩色（暖色） 1,105(63.7%) 611(22.47%) 210(15.08%) 1,926(32.93%)
有彩色（寒色） 230(13.26%) 567(20.85%) 240(17.23%) 1,037(17.73%)
有彩色（中性色） 131(7.55%) 105(3.86%) 175(12.56%) 411(7.03%)
無彩色 269(15.50%) 1,436(52.81%) 768(55.13%) 2,473(42.30%)
有効回答実数 1,735(100.00%) 2,719(100.00%) 1,393(100.00%) 5,847(100.00%)
図 4  特別支援学校の教職員における「生徒指導のイメージ色」の分類と回答実数と割合
　　　（経験年数別）（%）
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 表 10 　特別支援学校の教職員における「生徒指導のイメージ色」の肯定、否定別理由と回答
実数（全体）
肯定的回答理由 否定的回答理由 計
有彩色（暖色） 141(100.00%) 8(2.82%) 149(35.06%)
無彩色  0(0.00%) 276(97.18%) 276(64.94%)
有効回答実数 141(100.00%) 284(100.00%) 425(100.00%)
表 10 からは、有彩色（暖色）では、肯定的理由が 10 割を占め、無彩色では、否定的理由が、
ほぼ 10 割を占めていることが確認できる。
参考までに、少数ではあるが、有彩色（暖色）での否定的な回答理由には、「赤 = 危ない」、「赤





表 11 からは、有彩色（暖色）では、肯定的理由が 10 割を占め、無彩色では、否定的理由が約
9 割を占めていることが確認できる。















有彩色（暖色） 1,613(100.00%) 151(6.89%) 1,764(46.36%)
無彩色  0(0.00%) 2,041(93.11%) 2,041(53.64%)


































には、「生徒 6 が , 自己の存在感を実感しながら , よりよい人間関係を形成し , 有意義で充実した
学校生活を送る中で , 現在及び将来における自己実現を図っていくことができるよう , 生徒理解


































・藤平敦「生徒指導に対する教職員の色イメージ - 教職員 ( 小・中・高 ) への質問紙調査を踏まえて -」教育実
践学会『教育実践学研究 第 21 号』 2018
・田中直人、岩田三千子、彦坂 渉「発達障害児の色イメージに関する研究」『福祉のまちづくり研究第 17 号』
2015 














・文部省『生徒指導の手引 ( 改訂版 )』1881
・文部省『生徒指導資料 第 6 集　学級担任の教師による生徒指導』1970
・文部省『生徒指導資料 第 14 集 生徒の問題行動に関する基礎資料 - 中学校・高等学校編 -』 1979
・文部省『生徒指導資料 第 5 集　生徒理解に関する諸問題』1969




（受理日 : 平成 31 年 3 月 20 日）
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